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広報

　２８回を迎えた井手町文化祭（文化祭実行委員会＝小川俊雄委員長）が、１１月３日（土）と４日（日）の両日にわたって盛大
に行われ、会場となった自然休養村管理センターや山吹ふれあいセンター、府立山城勤労者福祉会館は大勢の人でにぎわいま
した。文化祭は、商工祭や農林業祭、健康のつどい、菊花展、舞台発表、青少年の主張など盛りだくさんの催しが行われまし
た。開会式終了後には、中坊公平氏より寄贈して頂いたグランドピアノの演奏がありました。（詳細は２面に掲載）

第28回井手町文化第28回井手町文化祭祭

様々な展示・催しで大にぎわ様々な展示・催しで大にぎわいい
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で
は
、
各
サ
ー
ク
ル
や
教
室
、
一

般
か
ら
の
力
作
が
会
場
に
所
せ
ま

し
と
展
示
さ
れ
、
中
に
は
小
皿
の

絵
付
け
な
ど
の
体
験
で
き
る
コ
ー

ナ
ー
な
ど
も
あ
り
、
訪
れ
た
人
た

ち
は
実
際
に
体
験
し
て
い
ま
し

た
。
　
開
会
の
式
典
冒
頭
に
は
、
本
町

の
町
政
振
興
の
た
め
に
貢
献
し
て

い
た
だ
い
た
方
に
対
し
て
、
善
行

者
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
汐
見
町
長

よ
り
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。
な
お
、
表
彰
さ
れ
た

方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称

略
）

◆
善
行
表
彰

○
中
坊
公
平

◆
平
成
　
年
度
農
林
畜
産
物
等
品

１９

評
会
入
選
者

【
京
都
府
知
事
賞
】

煙
柿
　
　
　
　
　
　
岡
本
ヨ
シ
子

【
綴
喜
地
方
農
業
振
興
協
議
会
長
賞
】

煙
堀
川
ゴ
ボ
ウ
　
　
横
田
保
夫

【
井
手
町
議
会
議
長
賞
】

い で の ま ち かい で の ま ち か どど

ウオッチング

今
年
は
小
野
小
町
も
登
場

諸
兄
ま
つ
り

挨拶をする小川実行委員長

　
　
月
　
日
（
日
）
に
、
井
手
の

１１

１８

里
に
ゆ
か
り
の
あ
る
橘
諸
兄
に
ち

な
み
、
町
の
活
性
化
を
図
る
イ
ベ

ン
ト
「
諸
兄
ま
つ
り
」（
主
催
：
井

手
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
＝
小
川

俊
雄
会
長
、
後
援
：
井
手
町
、
井

手
町
教
育
委
員
会
）
が
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
椿
坂
と
上
井
手
公
民

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
椿
坂
で
行
わ
れ
た
開
会
セ
レ
モ

ニ
ー
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て

小
川
会
長
か
ら
「
町
内
外
の
方
々

へ
井
手
町
を
知
っ
て
い
た
だ
こ
う

と
、
昨
年
よ
り
諸
兄
ま
つ
り
と
し

て
こ
の
椿
坂
を
中
心
に
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
年
も
様
々
な
催
し
を

用
意
し
て
い
ま
す
の
で
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
公
募
で
選
ば
れ

た
奈
良
時
代
の
衣
装
を
ま
と
っ
た

橘
諸
兄
・
女
帝
・
文
官
、
そ
し
て
、

諸
兄
と
と
も
に
ゆ
か
り
の
あ
る
小

野
小
町
が
会
場
内
で
来
場
者
を
歓

迎
し
ま
し
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
は
、
町
文
化

財
技
師
に
よ
る
講
演
「
橘
諸
兄
と

周
辺
の
人
々
」
や
バ
ル
ー
ン
シ
ョ

ー
、
あ
め
細
工
、「
奏
」
に
よ
る
演

ピアノ演奏

奏
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
ま
つ
り
に

花
を
添
え
ま
し
た
。

　
会
場
周
辺
で
は
、
や
き
い
も
や

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、
ほ
う
じ
茶
な
ど

を
販
売
、
午
後
２
時
半
か
ら
は
町

内
企
業
協
賛
の
「
抽
選
会
」
が
行

わ
れ
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
別
会
場
の
上
井
手
公
民
館
で

は
、
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
田
園
風
景
を

眺
め
な
が
ら
人
力
車
に
乗
り
、
記

念
撮
影
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

たくさんの来場者で賑わう会場周辺

子どもたちに大人気のあめ細工

諸兄一行

風船を巧みに操るバルーンショー

祝辞を述べる汐見町長

煙
キ
ャ
ベ
ツ
　
　
　
横
田
俊
夫

【
京
都
や
ま
し
ろ
農
業
協
同
組
合
長
賞
】

煙
ミ
カ
ン
　
　
　
　
辻
井
智
香

【
日
本
農
業
新
聞
大
阪
支
所
長
賞
】

煙
プ
チ
ト
マ
ト
　
　
大
西
猛

◆
第
　
回
菊
花
展
示
会
入
賞
者

１８

【
京
都
府
知
事
賞
】

煙
３
鉢
花
壇
の
部
　
飯
田
文
子

【
井
手
町
長
賞
】

煙
３
鉢
花
壇
の
部
　
古
川
好
男

煙
単
鉢
の
部
　
　
　
田
中
博
文

【
井
手
町
議
会
議
長
賞
】

煙
３
鉢
花
壇
の
部
　
森
川
嘉
之

煙
単
鉢
の
部
　
　
　
木
田
健
一

【
菊
花
会
長
賞
】

煙
３
鉢
花
壇
の
部
　
横
田
楢
造

煙
単
鉢
の
部
　
　
　
古
川
正

　
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ

ー
ル
の
舞
台
上
で
は
、
保
育
園
児

や
小
学
生
の
踊
り
や
音
楽
劇
を
は

じ
め
、『
左
馬
』
に
よ
る
和
太
鼓
演

奏
な
ど
２
日
間
で
計
　
組
の
舞
台

１６

発
表
が
あ
り
、
会
場
は
割
れ
ん
ば

か
り
の
拍
手
と
歓
声
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
山
城
勤
労
者
福
祉
会
館

井
手
町
文
化
祭



2007-12広報いで１１３

　
　
月
　
日
（
火
）
と
　
日
（
水
）

１１

１３

１４

に
か
け
て
、
泉
ヶ
丘
中
学
校
の
２

年
生
　
名
が
、
町
内
事
業
所
で
職

４９

場
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
体
験
学
習
は
、
仕
事
体
験
を
通

じ
て
、
働
く
こ
と
の
喜
び
や
苦
労

を
感
じ
、
将
来
の
進
路
に
つ
い
て

感
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
生
徒
ら
は
、
各
事
業
所
で
説
明

を
受
け
た
後
、
従
業
員
の
人
と
一

緒
に
一
生
懸
命
仕
事
を
し
て
い
ま

し
た
。

　
　
月
　
日
（
土
）、
大
正
池
グ
リ

１１

１７

ー
ン
パ
ー
ク
で
、
オ
ム
ロ
ン
（
株
）

社
員
や
地
元
協
力
者
が
森
林
の
働

き
や
環
境
保
全
に
対
す
る
認
識
を

深
め
る
た
め
、
森
づ
く
り
の
体
験

事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
に
続
き
、
森

林
の
働
き
に
つ
い
て
、
小
川
憲
一

森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
（
石
垣

区
）
か
ら
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
森
づ
く
り
体
験
行
事

の
記
念
と
し
て
、
桂
・
ク
ヌ
ギ
・
コ

ナ
ラ
の
木
　
本
を
植
樹
し
、
記
念

２０

看
板
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
周

辺
の
下
草
刈
作
業
を
体
験
し
ま
し

た
。 大

正
池
で
植
樹
を
行

い
ま
し
た

中坊陽議長

一
足
お
先
に
社
会
人

記念植樹を行う参加者ら

村田忠文副議長

　
月
臨
時
町
議
会

１１
新
議
長
、
副
議
長
が

新
た
に
選
出
さ
れ
ま
し
た

　
　
月
井
手
町
臨
時
議
会
は
、　

１１

１１

月
　
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。
今
議

２１
会
で
は
、
議
長
の
選
挙
、
９
月
定

例
町
議
会
で
決
算
特
別
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
決
算
認
定
の
ほ
か
、

追
加
議
案
と
し
て
副
議
長
の
選

挙
、
議
会
運
営
委
員
の
辞
任
の

件
、
議
会
運
営
委
員
の
選
任
の
件

な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
中
坊
陽
副
議
長
、
副

議
長
に
は
村
田
忠
文
議
員
が
選
ば

れ
、
議
会
運
営
委
員
に
は
岩
田
剛

議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
月
臨
時
町
議
会
で
可
決
成
立

１１
し
た
議
案
等
は
次
の
と
お
り
で

す
。

【
提
出
議
案
】

▼
平
成
　
年
度
井
手
町
一
般
会

１８

計
、
特
別
会
計
「
国
民
健
康
保
険
、

多
賀
地
区
簡
易
水
道
、
老
人
保

健
、
介
護
保
険
、
公
共
下
水
道
」

歳
入
歳
出
決
算
認
定
の
件

▼
平
成
　
年
度
井
手
町
水
道
事
業

１８

会
計
決
算
認
定
の
件

▼
平
成
　
年
度
井
手
町
多
賀
財
産

１８

区
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

の
件

【
報
告
】

▼
専
決
処
分
の
報
告

【
決
議
案
】

▼
政
治
倫
理
に
関
す
る
決
議
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▼

　１０月２７日（土）、ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブが黒大豆とサツマイ
モの収穫を行いました。
　今回収穫した物は、６月に山城勤労者福祉会館近くの休耕田で植え付
けをしたもの。土の中から顔を出したサツマイモは、大変大きく参加者
は驚いた様子で、収穫を楽しんでいました。

▼

　１０月３１日（水）、グラウンドゴルフ同好会主催の町長杯争奪グラ
ウンドゴルフ競技大会が、新四郎山グラウンドで行われました。
　６６人の参加者が２チームに分かれて競技を行いました。大会で
は、ホールインワンがでるなどして大変盛り上がりました。
【大会結果】（敬称略）
優　勝　奥田　慎　　　第６位　粟岡　功
準優勝　八木　昭男　　第７位　西田　勝
第３位　阪田　絹子　　第８位　中坊　道夫
第４位　横田　竹治　　第９位　下野　侊子
第５位　奥西　康人　　第１０位　長堀　慶子

▼

　１１月１６日（金）、町老人クラブ連絡協議会（二木昭男会長）のメンバー
３６名が、玉泉苑でチューリップの球根植え付けを行いました。
　高齢者の生きがいと健康づくりを目的に毎年行われており、今年は
赤・黄など４色のチューリップの球根１，０００個を植えつけました。
　このチューリップは、来年の４月に町内の小・中学校をはじめ、各社会
福祉施設等に配布される予定です。

▼

　１０月２４日（水）、多賀小学校の全校児童がボランティア活動として、
多賀地区の公園の清掃を行いました。
　この活動は、道徳学習の一環として行われているもので、年に２回
（７月・１０月）実施され、もう１０年以上続けられています。
　児童らは、日ごろ遊んでいる公園をきれいにしようと雑草を抜い
たり、落葉を拾い集めたりして、楽しく活動していました。



2007-12広報いで１１５

▼

　１０月２７日（土）、井手町社会福祉協議会・井手共同作業所運営委
員会主催の第６回井手共同作業所まつりが、玉水公民館で行われ
ました。
　当日は、焼そばやおでん、焼き芋などの模擬店が出展。来場者
は各模擬店を回り楽しんでいました。

▼

　１１月１４日（水）、玉川・多賀保育園児４６名が八木定信さんのみかん畑で、
みかん狩りを行いました。
　鮮やかなだいだい色に色づいた、たくさんのみかんを目の前に園児たち
はみかん狩りを楽しみました。

▼

　１０月３０日（火）、多賀小学校４年生と多賀保育園年長組が交流を深め
ました。
　初めに、多賀保育園で赤組・白組に分かれて、風呂敷リレーや大玉
転がしなどを行いました。その後、みどり農園に行き、この農園をは
じめられた村田喜昭さんから当時の様子を詳しく聞き、最後はみんな
で楽しくみかん狩りに挑戦しました。

▼

　１１月７日（水）、京都府主催の動物ふれあい教室が、いづみ保育園
で行われました。
　園児らは、成犬や子犬、うさぎ、モルモットにえさをあげたり、抱
きかかえたりしながら動物たちと触れ合いを楽しみました。
　また、聴診器や心音器を使い、子犬の心臓の音を聞き、命の大切さ
を学びました。



2007-12 広報いで ６

〈
内
科
・
小
児
科
〉

京
田
辺
市
休
日
応
急
診
療
所

診
療
受
付
時
間
：
午
前
８
時
　
分
～

３０

午
後
２
時
　
分
３０

T
E
L
 ０
７
７
４
‐
　
‐
２
６
６
２

６３

　１２月２５日（火）、午前１０時から椿坂で「仕舞い市」を

開催します。正月用品・地元野菜などの販売を行いま

す。多数のご来館をお待ちしています。
●ＯＰＥＮ 午前９時～午後５時
●休館日 毎週火曜日・金曜日

お茶のサービスやコーヒー
を販売していますので、お
気軽にお越しください

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

日
時
／
１
月
　
日
（
水
）

３０

煙
午
前
　
時
～
　
時
半

１０

１１

　
保
健
セ
ン
タ
ー

煙
午
後
１
時
半
～
３
時

　
奥
村
製
罐
株
式
会
社

＊
献
血
手
帳
を
お
持
ち
で
な
い
方

は
、
受
付
時
に
本
人
と
確
認
で
き

る
証
明
書
の
提
示
を
お
願
い
し
ま

す
。（
例
：
運
転
免
許
証
、
学
生

証
、
社
員
証
、
身
分
証
明
書
な
ど

本
人
と
確
認
で
き
る
も
の
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。）

　
な
お
、
今
回
よ
り
輸
血
の
安
全

性
を
よ
り
一
層
高
め
る
た
め
に
、

４
０
０
柔
の
献
血
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
（
℡
　
‐
３
３
８
５
）
ま
で

８２

年
末
年
始
に
お
け
る
休
日
・

夜
間（
小
児
救
急
）の
実
施
医

療
機
関
の
お
知
ら
せ
　
　
　

　
　
　
　
　

　
子
ど
も
が
年
末
年
始
の
休
日
・

夜
間
に
発
熱
や
け
が
等
が
生
じ
た

時
は
、
小
児
科
の
医
師
を
置
く
次

の
（
表
参
照
）
病
院
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
受
診
の
際
は
保
険
証
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
宇
治
徳
洲
会
病
院
は
当
番
日
以

外
で
も
診
療
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

受
診
さ
れ
る
際
は
電
話
等
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

年
末
年
始（
日
曜
・
祝
日
）

の
応
急
診
療
所
の
お
知
ら

せ

　
年
末
年
始
の
応
急
診
療
所
の
実

施
日
等
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
診
療
日
は
　
月
　
日
～

１２

３０

翌
年
１
月
３
日
の
間
で
す
。

問い合わせ先時  間  帯病 院 名月　  日

６３－１１１１午前８時～翌日午前８時田辺中央病院

１２月２９日（土）

１２月３０日（日）

１２月３１日（月）

１月１日（火・祝）

２０－１１１１午前８時～翌日午前８時宇治徳洲会病院１月２日（水）

６３－１１１１午前８時～翌日午前８時田辺中央病院１月３日（木）

12月25日（火）、お正月用品は椿坂で

〈
内
科
・
小
児
科
、
歯
科
〉

八
幡
市
立
休
日
応
急
診
療
所

診
療
受
付
時
間
：
午
前
　
時
～
午
後

１１

５
時
　
分
３０

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
５
‐
９
８
３
‐
３
０
０
１
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禍

花

稼

苛
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箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇
箇

「
あ
い
さ
つ
」
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う

　
み
な
さ
ん
　
こ
ん
に
ち
は
。

　
今
回
は
、「
あ
い
さ
つ
」
に
つ
い
て
お
話
し
ま

す
。「
心
身
と
も
に
健
康
な
井
手
町
の
子
ど
も
を

育
て
る
」
た
め
に
で
き
る
こ
と
と
し
て
、
家
庭

や
学
校
・
園
、
地
域
で
、
ま
ず
「
あ
い
さ
つ
」

か
ら
始
め
ま
せ
ん
か
。

　
朝
、
子
ど
も
た
ち
が
教
室
に
入
っ
て
く
る
と

き
の
様
子
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。「
お
は
よ
う
ご
ざ

い
ま
ー
す
」
と
元
気
な
声
の
子
、
か
る
く
会
釈

を
す
る
子
、
無
表
情
に
う
つ
む
い
て
入
っ
て
く

る
子
。
あ
い
さ
つ
に
は
、
そ
の
子
の
気
持
ち
が

表
れ
て
い
ま
す
。

　
先
日
、
あ
る
方
か
ら
う
か
が
っ
た
お
話
を
紹

介
し
ま
す
。
そ
の
ご
家
庭
で
は
、
お
子
さ
ん
が

小
さ
い
頃
か
ら
、「
あ
い
さ
つ
」
を
欠
か
さ
な
か

っ
た
そ
う
で
す
。「
お
は
よ
う
」「
い
っ
て
き
ま

す
」「
た
だ
い
ま
」「
あ
り
が
と
う
」「
お
や
す
み
」

･･･。
家
庭
で
あ
い
さ
つ
を
習
慣
づ
け
た
の
は
、

声
の
調
子
や
様
子
か
ら
、
そ
の
と
き
子
ど
も
が

ど
ん
な
気
持
ち
な
の
か
を
、
親
と
し
て
読
み
取

り
、
支
え
て
や
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

　「
あ
い
さ
つ
」
を
す
る
こ
と
は
、
素
直
な

心
で
他
の
人
に
心
を
開
く
こ
と
で
あ
り
、

社
会
で
生
き
て
い
く
上
で
も
大
切
な
こ
と

で
す
。「
あ
い
さ
つ
が
し
っ
か
り
で
き
る
」

習
慣
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
一
生

の
財
産
と
な
り
ま
す
。

　
井
手
小
学
校
で
は
、　
月
の
人
権
旬
間

１２

か
ら
「
あ
い
さ
つ
」
の
取
り
組
み
を
始
め

ま
す
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
こ
れ

か
ら
他
の
学
校
や
園
、
さ
ら
に
は
地
域
を

挙
げ
た
取
り
組
み
へ
と
「
あ
い
さ
つ
」
の

輪
が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。
　
ご
家
庭
や
地
域
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

保
護
者
や
地
域
の
方
々
か
ら「
お
は
よ
う
」

「
い
た
だ
き
ま
す
」「
お
か
え
り
」
な
ど
、
身

近
な
「
あ
い
さ
つ
」
の
シ
ャ
ワ
ー
を
子
ど

も
た
ち
に
浴
び
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
あ
い
さ
つ
の
シ
ャ
ワ
ー

を
浴
び
た
子
ど
も
た
ち
が
、
明
る
い
表
情

で
健
や
か
に
育
つ
こ
と
を
願
い
つ
つ
。

教育の窓

2006年度 全国中学生人権作文コンテストの入賞作品から
　このコンテストは、法務省と全国人権擁護委員連合会が、次代を担う中学生に人権についての作文を書いて
もらうことによって、人権尊重の大切さや基本的人権についての理解を深め、豊かな人権感覚を身につけても

らうことを目的に開催されています。

　作品から伝わってくる、人権に対する純粋な気持ちにふれて、人権について考えましょう。

ことが高齢者のおばあちゃんにはできなくなるから、今度は私た
ちがお手伝いしてあげようね。」と言いました。母は、朝から晩
までヘトヘトだと思うのにすごいなーと、思いました。そして、
その言葉を受けて私は、祖母や母を支えていこうと思いました。
　私ができる事と言ったら、祖母と話をするぐらいでした。毎日
学校であったことを話しながら、手や足をさすりました。祖母
は、目を細めて「うん、うん」と返事をし、頭をポンポンとなで
てくれました。母は、介護認定の手続きをし、電動ベッドや車椅
子を借りました。電動ベッドは、簡単に祖母の体を起こすことが
でき、母の腰への負担が少なくなりました。車椅子に乗って外に
も出かけることができるようになりました。私や妹のピアノの発
表会も見に来ることができ、舞台の上から祖母を見るとＶサイン
をしてすごく喜んでくれました。
　高齢化社会になり、年老いて病に苦しむ人がたくさんいて、そ
れを介護する人もたくさんいます。実際経験し、介護がどんなに
大変なものか、よく分かりました。でも、その大変さだけでな
く、祖母が私たちの小さいころに優しく、見守ってくれたという
感謝の気持ちに気づくことができ、私は幸せに思います。
　人間が人間らしく幸せに生きるための権利を、誰もが持ってい
ます。高齢者もそうです。高齢者の人権が大きな社会問題になっ
ている現在、私たち一人ひとりが、高齢者を思いやる意識を高め
ていくことが重要となっています。それを乗り越えるには『家族
の愛情』が一番大事なんだということを、私は実際の体験を通し
てはっきりと言えます。
　平成十三年十一月四日、私たちが病院にかけつけると、祖母
は、安心した表情を浮かべ息を引き取りました。おばあちゃん、
ありがとう！私は、時々空を見上げ「ピース、ピース」と、言い
Ｖサインを送っています。おばあちゃん見ていてくれているかな
ぁー。

祖母との合言葉
　香川県・香川大学教育学部附属坂出中学校１年　佐藤ひめか 

　私は、高松のおばあちゃんが大好きです。と言うのも、私たち
三兄弟は年齢が近いため祖母は母の代わりに一番上の私の面倒を
よく見てくれました。お風呂に入るのも、散歩をするのも、寝る
のも、いつも一緒でした。近くの温泉にもよく行きました。お手
玉や卵焼きの作り方も祖母が教えてくれました。きちんと挨拶す
ることは、特に厳しくしつけられました。
　そんな二人に秘密の合言葉ができました。それは、Ｖサインを
して「ピース、ピース」と言うものです。嬉しい時や楽しい時は
もちろんですが、悲しい時や悔しい時、怒っている時も言いまし
た。なぜかと言うと「ピース」と言うと口元から笑顔になり、心
が豊かになるからです。だから幸せになれるんだよと、祖母は言
いました。だから、私は、祖母と目が合えばいつも「ピース、ピ
ース」って言っていたような気がします。
　そんな元気だった祖母が病気になりました。自宅での介護が必
要となり、私たちの生活は一変したのです。足が不自由なため、
トイレに行くのも、お風呂に入るのも、食事をするのも、人の手
が必要となりました。母は、幼い私たち三兄弟の面倒を見ながら
祖母の介護をしました。父は、仕事が忙しく、介護に協力できな
かったので、子供心にも、いつか母は倒れるんじゃないのかなー
と心配でした。
　ある日、母に「何で、おばあちゃんを入院させないの？」と聞
きました。すると「何で、入院させなくちゃいけないの？」と反
対に聞かれ、返事ができませんでした。母は、続けて、「おばあち
ゃんは、私たちのために今までずーっと世話をしてきたんだよ。
今度は、 私たちの番なの。おばあちゃんも、お風呂に入りたい
し、外の空気だって吸いたいんだよ。だけど、そんな当たり前の
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＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
エ
ミ
リ
ー
ズ
ク
ラ
ス
】

《
第
４
回
》

日
時
／
　
月
　
日
（
火
）
午
後
７
時
半
～
９
時

１２

１１

《
第
５
回
》

日
時
／
１
月
８
日
（
火
）
午
後
７
時
半
～
９
時

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

健

康

【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談
》

日
時
／
　
月
　
日
（
木
）

１２

１３

　
　
／
１
月
　
日
（
木
）

１０

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
い
ず
れ
も
　
歳
以
上

６５

【
ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室
】

日
時
／
　
月
　
日
（
火
）
午
前
　
時
～
正
午

１２

１８

１０

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

子

育

て

【
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】

《
Ａ
赤
ち
ゃ
ん
広
場
》

日
時
／
　
月
　
日
（
金
）
午
前
　
時
～
　
時
半

１２

２１

１０

１１

《
Ｂ
赤
ち
ゃ
ん
広
場
》

日
時
／
　
月
　
日
（
金
）
午
前
　
時
～
　
時
半

１２

１４

１０

１１

《
遊
び
の
広
場
》

日
時
／
　
月
７
日
（
金
）・
１
月
　
日
（
木
）
午
前

１２

１０

　
時
～
　
時
半

１０

１１

場
所
／
い
ず
れ
も
井
手
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

水
道
管
の
冬
じ
た
く

　
早
朝
の
気
温
が
０
℃
以
下
の
日
や
「
低
温
注
意

報
」
が
発
令
さ
れ
た
日
、
特
に
風
の
よ
く
当
た
る

北
向
の
水
道
管
や
地
上
に
む
き
出
し
に
な
っ
て
い

る
水
道
管
は
、
中
の
水
が
凍
っ
た
り
破
裂
し
た
り

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
早
め
に
水
道
管
に
冬
じ

た
く
を
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

◆
防
寒
の
仕
方

煙
屋
外
に
露
出
し
て
い
る
水
道
管
に
は
、
保
温
材

や
布
切
れ
な
ど
を
巻
く

煙
低
温
注
意
報
発
令
の
と
き
、
浴
槽
な
ど
に
蛇
口

か
ら
微
量
の
水
を
出
し
て
お
く

煙
凍
結
し
た
と
き
は
、
蛇
口
の
上
に
タ
オ
ル
を
か

ぶ
せ
、
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
な
が
ら
時
間
を
か
け
て

解
凍
す
る講

座
・
教

室

【
和
太
鼓
交
流
教
室
】

日
時
／
　
月
　
日
（
火
）・
　
日
（
水
）

１２

１１

１９

　
　
い
ず
れ
も
午
後
７
時
～
９
時

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

(
)

【
和
太
鼓
教
室
 サ
ー
ク
ル
 】

日
時
／
　
月
　
日
（
土
）
午
後
１
時
半
～
３
時
半

１２

１５

【
和
太
鼓
教
室
】

日
時
／
　
月
　
日
（
土
）
午
後
１
時
半
～
３
時
半

１２

２２

場
所
／
い
ず
れ
も
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
体

育
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館
（
℡
　
‐
８２

４
１
１
２
）
ま
で

【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

日
時
／
　
月
　
日
（
金
）
午
後
１
時
半
～
３
時

１２

１４

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
大
正
琴
》

日
時
／
　
月
　
日
（
金
）・
　
日
（
水
）

１２

１４

２６

　
　
い
ず
れ
も
午
前
　
時
～
正
午

１０

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
ペ
ン
習
字
教
室
》

日
時
／
　
月
　
日
（
火
）・
　
日
（
木
）

１２

１１

２０

　
　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
３
時

《
手
芸
教
室
》

日
時
／
　
月
　
日
（
木
）・
　
日
（
火
）

１２

１３

１８

　
　
い
ず
れ
も
午
前
　
時
～
正
午

１０

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

場
所
／
い
ず
れ
も
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
研

修
棟

【
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
】

《
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
》

日
時
／
　
月
　
日
（
水
）
午
後
１
時
半
～

１２

１９

場
所
／
玉
泉
苑

費
用
／
２
０
０
円

対
象
／
　
歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
害
の
あ
る
方

６０

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月
　
日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
だ

２０

よ
り
」
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
詳
し
い
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

　
月
は
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
第
３
期
、
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
の
第
７
期
納
期
限
で
す

１２

（
℡
　
‐
２
２
３
２
）
ま
で

８２

【
わ
く
わ
く
広
場
】

日
時
／
　
月
　
日
（
木
）
午
前
９
時
半
～
正
午

１２

２７

場
所
／
玉
泉
苑

＊
毎
月
第
４
木
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

《
２
歳
半
歯
科
健
診
》

日
時
／
　
月
　
日
（
金
）

１２

１４

対
象
／
Ｈ
　
・
５
・
１
か
ら
Ｈ
　
・
８
・
　
生
ま
れ

１７

１７

３１

受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

【
予
防
接
種
・
集
団
接
種
】

《
Ｂ
Ｃ
Ｇ
》

煙
日
時
／
　
月
　
日
（
火
）
午
後
２
時
～
２
時
　

１２

１１

４５

分生
後
１
～
６
ヶ
月
ま
で
に
受
け
て
下
さ
い
。

＊
母
子
手
帳
と
予
診
票
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

い＊
「
予
防
接
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
は
毎
回
必
ず
読

ん
で
く
だ
さ
い

場
所
／
い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

各

種

相

談

【
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
】

日
時
／
　
月
　
日
（
月
）

１２

１７

　
　
／
１
月
７
日
（
月
）

い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
　
月
　
日
（
火
）
午
後
２
時
～
４
時

１２

２５

場
所
／
玉
泉
苑

＊
心
配
ご
と
相
談
は
、
毎
週
月
曜
日
（
月
４
回
　



2007-12広報いで１１９

第
１
・
３
・
４
は
、
玉
泉
苑
、
第
２
は
賀
泉
苑
）
に

開
設
し
て
い
ま
す
。（
第
５
月
曜
日
と
祝
日
に
あ
た

る
月
曜
日
は
開
設
し
ま
せ
ん
）

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
　８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
障
害
者
相
談
】

日
時
／
　
月
　
日
（
火
）・
　
日
（
火
）

１２

１１

２５

　
　
／
１
月
８
日
（
火
）

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
～
４
時

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
課
（
℡
　
‐
６
１
６

８２

５
）
ま
で

【
総
合
健
康
相
談
】

日
時
／
　
月
　
日
（
火
）
午
後
１
時
半
～
３
時

１２

２５

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

【
母
子
の
相
談
・
教
室
】

《
育
児
相
談
・
あ
そ
び
の
広
場
》

日
時
／
　
月
　
日
（
水
）
午
前
９
時
半
～
　
時
半

１２

１２

１０

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

《
育
児
相
談
》

日
時
／
１
月
９
日
（
水
）
午
前
９
時
半
～
　
時
半

１０

場
所
／
西
部
公
民
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
　
‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）
】

日
時
／
　
月
　
日
（
火
）・
　
日
（
火
）

１２

１１

２５

い
ず
れ
も
午
前
　
時
半
～
午
後
２
時

１０

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡
　
‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

 【
井
手
町
消
防
団
年
末
警
戒
】

期
間
／
　
月
　
日
（
水
）
～
　
日
（
土
）

１２

２６

２９

【
井
手
町
消
防
出
初
式
】

日
時
／
１
月
６
日
（
日
）
午
前
　
時
～

１０
　
月
は
、
井
手
地
区
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
月
で
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

１２

税源移譲によって，平成19年分の所得税が減少した方の

住民税の住宅ローン控除につい住民税の住宅ローン控除についてて

税源移譲によって、所得税から住宅ローン控除額を引

ききれなかった方は、控除しきれなかった分が住民税

（所得割）から減額されます。

　税源移譲によって、平成19年分から所得税が減額となり、

控除できる所得税の住宅ローン控除額が減る場合があります。

平成11年から平成18年末までに入居し、所得税の住宅ローン

控除を受けている方で、所得税から控除しきれなかった額が

ある場合は、申告をされると、翌年度の個人住民税（所得割）か

ら減額できます。

　平成20年度以降、住民税の住宅ローン控除の適用を受ける

ためには、毎年申告が必要となります。

　平成19年分の所得税から控除しきれない住宅ローン控除額

がある場合、平成20年3月17日までに、平成20年1月1日

現在お住まいの市町村へ「住民税の住宅借入金等特別税額控除

申告書」により申告（郵送可能）してください。

申告書の

備付場所

住宅借入金等特別
税額控除申告書の
提出方法

住民税の住宅ローン控除の
  適用を受ける方

井手町役場
 源泉徴収票を添付

 して井手町へ提出
所得税の確定申告をされない方

井手町役場

税　務　署

所得税の確定申告

とともに税務署へ

 提出

所得税の確定申告をされる方

恩 温桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

恩 温桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶
恩

温
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶

恩
温

桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶

平成２０年度井手町建設工事等一般

競争（指名競争）入札参加資格審査

申請について

☆受付種別
　町内（土木・建築・舗装・水道・その他・コンサ

　　　  ルタント・物品・一般廃棄物）

　町外（工事・コンサルタント・物品）

☆参加申請受付期間
　平成２０年１月８日(火)～１月３１日(木)

☆作成要領配布期間
　平成１９年１２月１０日(月)～平成２０年１月３１日

　(木)

☆期間中の受付日時
　平日午前９時～正午・午後１時～４時まで

　受付（土曜日、日曜日、祝日を除く）

☆受付・配布・問合せ場所
　〒６１０‐０３０２

　京都府綴喜郡井手町大字井手小字南玉水６７

　井手町役場　事業部建設課（３階）

　（電話番号　０７７４‐８２‐６１６７）
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年
末
年
始
は
貸
出
冊
数
、
貸
出
期
間
を

変
更
し
ま
す
。
詳
し
く
は
図
書
館
だ
よ

り
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介
 　
月
１２

◆
一
般
書

「
青
色
讃
歌
」 

丹
下
健
太

「
愛
別
離
」 

山
口
瞳

「
肝
心
の
子
供
」 

磯
﨑
憲
一
郎

「
厭
犬
伝
」 

弘
也
英
明

「
携
帯
の
な
い
青
春
」 

酒
井
順
子

【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】　
月
～
翌
年
３
月

１０

　
午
前
　
時
～
午
後
５
時

１０

☆
　
月
・
１
月
の
休
館
日

１２
　
月
　
・
　
・
　
～
　

１２

１７
２５
２７

３１

１
月
１
～
４
・
７
・
　
・
　
・
　
・
　

１５
２１
２８
３１

☆
貸
出
冊
数
お
よ
び
期
間

煙
図
書
は
１
人
　
冊
、
２
週
間

１２

煙
雑
誌
は
１
人
５
冊
、
２
週
間

煙
視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、
１
週
間

「
摂
氏
零
度
の
少
女
」 
 

新
堂
冬
樹

「
篤
姫
の
生
涯
」 

宮
尾
登
美
子

◆
児
童
書

「
か
く
れ
ん
ぼ
」 

せ
な
け
い
こ

「
　
ひ
き
の
も
ち
つ
き
」

１４ 

い
わ
む
ら
か
ず
お

「
花
に
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
」

 

ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
テ
ー
ラ
ー
・
ラ
イ
ル

「
い
る
 い
る
 だ
あ
れ
」 
岩
合
日
出
子

「
ヘ
レ
ン
の
よ
う
な
ク
リ
ス
マ
ス
」

ナ
タ
リ
ー
・
キ
ン
ジ
ー
・
ワ
ー
ノ
ッ
ク

☆
　
月
・
１
月
の
図
書
館
行
事

１２

《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

１
月
　
日
（
土
）

１２

午
後
１
時
半
か
ら

《
親
と
子
の
絵
本
の
会
》

　
月
　
日
（
土
）
午
後
３
時
か
ら

１２

１５

１
月
　
日
（
土
）
午
後
２
時
か
ら

１９

図書館革命
有川浩
「メディア良化法」が成立・
施行され、超法規的検閲に対
抗するため、図書隊が「狩ら
れる本」を守っている現代。
ある日、敦賀原子力発電所が
深夜に大規模な襲撃を受けた
…。図書館戦争シリーズの完
結編。

ホームレス中学生
田村裕
麒麟・田村のせつな面白い公
園生活。１３歳のときに突然住
む家を無くし、近所の公園に
一人住むようになった田村少
年。ダンボールで飢えをしの
いだ日々や、いつも見守って
くれた亡き母への想いが詰ま
った貧乏自叙伝。

ふしぎの森のヤーヤー 思い
出のたんじょう日
内田麟太郎
ヤーヤーは、今日もおさんぽ。
その途中で出会ったのは、か
なしい思い出しか持っていな
いカナシミさんと、思い出を
すっかりなくしてしまったノ
ノさんでした。心温まる、ふ
しぎの森のファンタジー。

モグのクリスマス
ジュディス・カー
ねこのモグは、うっかりやで
わすれんぼう。賢いねことは
言えませんがトーマス家の人
気者、大事な家族の一員です。
でも、今日のトーマス家は、
なんだかいつもと様子が違っ
ていて…。キュートなドジね
こモグのクリスマス絵本。

癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

Ｑ
　
遺
族
基
礎
年
金
っ
て

Ａ
　
遺
族
基
礎
年
金
と
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る

夫
又
は
、
加
入
し
て
い
た
夫
が
死
亡
し
た
時
に
、
そ
の
夫

に
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
「
子
の
あ
る
妻
」
又
は
、「
子
」

に
支
給
さ
れ
る
年
金
で
す
。

煙
受
給
要
件

①
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
、
②
国
民
年
金
に
加
入

し
て
い
た
　
歳
以
上
　
歳
未
満
で
、
日
本
国
内
に
住
所
の

６０

６５

あ
る
人
、
③
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
人
、
④
老
齢

基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
（
納
付
、
免
除
等
あ
わ
せ
て

　
年
）
を
満
た
し
て
い
る
人
。

２５　
た
だ
し
、
①
・
②
の
場
合
、
死
亡
し
た
月
の
前
々
月
ま

で
の
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期

間
の
う
ち
、
保
険
料
を
納
め
た
期
間
と
免
除
を
受
け
た
期

間
が
、
３
分
の
２
以
上
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
死
亡
年
月
日
が
平
成
　
年
３
月
　
日
ま
で
の
場

２８

31

合
は
、
死
亡
し
た
月
の
前
々
月
ま
で
の
１
年
間
に
保
険
料

の
未
納
が
無
け
れ
ば
受
け
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
い
ず
れ
の

場
合
も
、
死
亡
日
の
前
日
ま
で
に
保
険
料
を
納
め
て
い
る

（
免
除
も
含
む
）
こ
と
が
条
件
で
す
。

煙
受
け
ら
れ
る
遺
族

　
　
歳
到
達
年
度
の
末
日
ま
で
の
子
（
障
害
者
は
、　
歳

１８

２０

未
満
）
と
生
活
し
て
い
る
妻

　
　
歳
到
達
年
度
の
末
日
ま
で
の
子
（
障
害
者
は
、　
歳

１８

２０

未
満
）

煙
年
金
額

　
子
（
１
人
）
あ
る
妻
が
受
け
る
時

 

年
額
１
，０
２
０
，０
０
０
円

　
子
（
１
人
）
が
受
け
る
時

 

年
額
　
  ７
９
２
，１
０
０
円
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ごみ収集日程表（ 12月11日～1月10日）

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場衛生課（TEL８２‐6166）まで

し尿収集日程

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（TEL０７５‐６３１‐５１７１）まで

収集区域し尿収集
区域番号収集日

西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、内
垣内、東松ヶ花、奥西、帽子田、下川、判ノ地、田村新田⑧１２月２０日

茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷、阿弥陀寺⑨１２月２１日

西南組、東南組、前川、石名田、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平⑩１２月２２日

高橋、谷村、宮ノ後、天王山、蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、安
堵山、浜、上ノ浜、起、佃、平山⑪１２月２５日

新四郎山、西山、西垣内、中垣内、東垣内⑫１２月２６日

川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、里、玉ノ井、西高月、東高月、
清水、栢ノ木、中溝⑬１２月２７日

柏原、南玉水、久保、渋川、段ノ下、扇畑、浜田、南猪ノ阪、北猪ノ阪⑭１２月２８日

梅ノ木原、野神、宮ノ本、西前田、柴木田、北開、北構、南溝、下赤
田、上赤田、鳥休⑮１２月２９日

★ごみは、朝９時までに出してください。

★カン、ビン、ペットボトル、発泡トレー等は中身の見える袋で出してください。

★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別袋にして出してください。

★粗大ごみは、収集日の１週間前までに衛生課へ電話予約（TEL８２‐6166）してください。（テレビ・冷蔵庫・洗濯機・エア

コン・パソコンは除きます）

※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール・紙パックごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

その他
発　泡

トレー等

ペット

ボトル
粗大ごみビンカン燃やすごみ

 区　分

地　区 

１２月１９日

１月９日

１２月１２日

１２月２６日
１２月２７日１２月２０日１月１０日１２月１３日火・金曜日

北 区

南 区

水 無 区

１２月１２日

１２月２６日

１２月１９日

１月９日
１月４日１２月２０日－１２月１４日月・木曜日

玉 水 区

石 垣 区

高 月 区

１２月１２日

１２月２６日

１２月２０日

１月１０日
１２月２７日１２月１３日１月９日１２月１９日火・金曜日

多 賀 全 区

上 井 手 区



妻夫住所

宮 﨑　 麗衣澤 西　 陵井手

〈
出
産
〉

届出人赤ちゃん住所

昌 司 駿  斗 
はや と

八 木多賀

光 史 恒  吉 
つね よし

桔 梗多賀

敏 也 頼  人 
らい と

中 坊井手

亮 人 翔 
かける

坂 本井手

幸 裕 響  輝 
ひび き

村 田井手

出張徴収【多賀】

住 民 カ レ ン ダ ー

行　　　　事曜月日
こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
人形劇の会（午前１０時半～、玉川保育園）
ペン習字教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場１階相談室）
ＢＣＧ（午後２時～２時４５分、保健センター）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）
エミリーズクラス【第４回】（午後７時半～９時、山吹ふれあいセンター）

火11

育児相談・あそびの広場（午前９時半～１０時半、保健センター）
ゆっくり学べるパソコン教室（午後６時半～９時、いづみ人権交流センター）水12
手芸教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
山吹体操クラブ（午後１時半～３時、玉泉苑）木13
大正琴教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
２歳半歯科健診（受付：午後１時～１時半、保健センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）

金14

ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）
親と子の絵本の会（午後３時～、山吹ふれあいセンター）

土15

日16
行政相談・心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）月17
手芸教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
ダイエット教室（午前１０時～正午、保健センター）火18
生き生きふれあいサロン【クリスマスパーティ】（午後１時半～、玉泉苑）
和太鼓交流教室（午後７時～９時、自然休養村管理センターホール）水19

ペン習字教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）木20
金21

和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター体育館）土22
日23
月24

こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
総合健康相談（午後１時半～３時、保健センター）
障害者相談（午後１時半～４時、役場１階相談室）
無料法律相談(午後２時～４時、玉泉苑）

火25

大正琴教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）水26
わくわく広場（午前９時半～正午、玉泉苑）木27
役場仕事納め（１２月２９日～１月３日まで閉庁）金28
　年末年始のし尿臨時収集について
　年末の臨時収集（有料）は１２月２６日まで受け付け、１２月２８日まで収集
します。年始は１月４日から受付け、１月７日より収集します。その他、
し尿収集に関するお問い合わせは、年末１２月３１日正午までに、新年は１
月４日午前8時半以降にご連絡ください。収集もれの場合は、収集口か
ら確認の上、翌日（翌日が土・日・祝日の場合は翌開庁日）に連絡してく
ださい。
お問い合わせは、城南衛生管理組合業務課（℡ 075－631－5171）まで

土29

日30

月31

元日火1/1

図書館は、１２月２７日（木）～１月４日（金）まで
休館します。

水2

木3

役場仕事始め金4
土5

平成２０年井手町消防出初式（午前１０時～、井手小学校）日6
行政相談・心配ごと相談（午後１時～４時、玉泉苑）月7
障害者相談（午後１時半～４時、役場１階相談室）
エミリーズクラス【第５回】（午後７時半～９時、山吹ふれあいセンター）火8

育児相談（午前９時半～１０時半、西部公民館）水9
山吹体操クラブ（午後１時半～３時、玉泉苑）木10

まちのカレンダまちのカレンダーー
（ 12月11日～ 1月10日）

発行：京都府綴喜郡井手町役場
編集：総務部企画財政課
井手町ホームページ

 http://www.town.ide.kyoto.jp/ 
E-mail：info@town.ide.kyoto.jp

古紙配合率100％再生紙を使用しています 

〈
婚
姻
〉

（１０月２０日から１１月１９日までの届出分・敬称略）

（１０月２０日から１１月１９日までの届出分・敬称略）

公共施設電話番号一覧
電話番号名　　称

0774－82－2001    代 表 番 号井手町役場
0774－82－6161総　務　課

総　務　部 0774－82－6162企画財政課
0774－82－6163税　務　課
0774－82－6164住　民　課

民　生　部 0774－82－6165福　祉　課
0774－82－6166衛　生　課
0774－82－6167建　設　課事　業　部 0774－82－6168産　業　課
0774－82－6169水　道　課上下水道部 0774－82－6170    下 水 道 課
0774－82－6171会計課
0774－82－6172議会事務局
0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－3690地域包括支援センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－2232子育て支援センター
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署　井手分署

出張徴収【北・南】


